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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第49回

衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で 

意
見
を
陳
述

　

２
０
２
１
年
３
月
24
日
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
に
呼
ば
れ
、
参
考
人
と
し
て
意
見
陳
述
を
し
た
。

内
閣
が
２
月
２
日
に
提
出
し
た
「
良
質
か
つ
適
切
な

医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す

る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

に
関
し
て
、
有
識
者
と
し
て
発
言
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

法
律
案
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
医

療
法
を
は
じ
め
21
の
法
律
な
ど
を
改
正
す
る
、
い
わ

ゆ
る「
束
ね
法
案
」と
な
っ
て
い
る
。
医
師
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
制
度
の
整
備
、
各
医
療
関
係
職
種
の

専
門
性
の
活
用
、
新
興
感
染
症
に
つ
い
て
医
療
計
画

へ
の
位
置
付
け
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
た

医
療
機
関
の
取
り
組
み
の
支
援
な
ど
が
主
な
項
目
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
に
お
い
て
極

め
て
重
要
な
法
改
正
に
な
っ
て
い
る
。
法
律
案
に
つ

い
て
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
説
明
し
た
い
。

●
特
定
地
域
医
療
提
供
機
関
な
ど
の
創
設

　

２
０
２
４
年
４
月
の
医
師
へ
の
労
働
時
間
の
上
限

規
制
導
入
に
向
け
て
、
医
療
機
関
に
対
し
て
労
働
時

間
短
縮
お
よ
び
健
康
確
保
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

長
時
間
勤
務
医
師
へ
の
面
接
指
導
、
休
息
時
間
の
確

保
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
医
療
の
確
保
や

集
中
的
な
研
修
実
施
の
観
点
か
ら
、
や
む
を
得
ず
高

い
上
限
時
間
を
適
用
す
る
医
療
機
関
（
特
定
地
域
医

療
提
供
機
関
、
連
携
型
特
定
地
域
医
療
提
供
機
関
、

技
能
向
上
集
中
研
修
機
関
、
特
定
高
度
技
能
研
修
機

関
）
を
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
制
度
が
創
設
さ

れ
て
い
る
。
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
年
９
６
０
時
間

（
月
１
０
０
時
間
未
満
）が
原
則
と
な
る
医
師
の
時
間

外
勤
務
が
、
年
１
８
６
０
時
間
（
月
１
０
０
時
間
未

満
）
ま
で
拡
大
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
は
、

医
師
労
働
時
間
短
縮
計
画
の
作
成
が
求
め
ら
れ
る
。

●
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
医
学
生
・
歯
学
生
の 

診
療
行
為
が「
医
業
」と
し
て
法
定
化
さ
れ
る

　

診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
臨
床
工
学

技
士
、
救
急
救
命
士
の
業
務
に
つ
い
て
、
タ
ス
ク
シ

フ
ト
・
シ
ェ
ア
を
進
め
、
医
師
の
負
担
を
軽
減
し
つ

つ
専
門
性
を
生
か
せ
る
よ
う
、
業
務
範
囲
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
養
成
課
程
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
全
国
の
医
科
大
学
・
歯
科
大
学
の
学

生
に
対
し
て
、
臨
床
実
習
を
開
始
す
る
前
に
実
施
さ

れ
る
評
価
試
験
で
あ
る
共
用
試
験
に
合
格
し
た
医
学

生
・
歯
学
生
が
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
指
導
の
下
で

臨
床
実
習
と
し
て「
医
業
」を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
が
法
定
化
さ
れ
た
。

●
都
道
府
県
医
療
計
画
に
新
興
感
染
症
が
位
置
付
け

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
の
確
保
と

し
て
、
医
療
計
画
に
新
興
感
染
症
の
感
染
拡
大
時
に

お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項
が
追

加
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
た
医
療

機
関
の
取
り
組
み
の
支
援
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が

２
０
２
０
年
度
に
創
設
し
た
「
病
床
機
能
再
編
支
援

事
業
」
が
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に
位
置

付
け
ら
れ
た
。
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
基
金
に
よ
り

国
が
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
他
、
再
編
を
行

う
医
療
機
関
に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置
を
講
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

加
え
て
、
医
療
機
関
に
対
し
、
医
療
資
源
を
重
点

衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
意
見
を
陳
述

城
西
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学
経
営
学
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授
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的
に
活
用
す
る
外
来
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

る
、
外
来
機
能
報
告
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

法
改
正
は
一
定
の
評
価

　

筆
者
は
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
ま
ず
今
回
の
法
改

正
は
、
医
師
の
長
時
間
労
働
な
ど
の
状
況
に
鑑
み
、

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制

確
保
の
た
め
の
積
極
的
な
法
改
正
と
捉
え
て
い
る
こ

と
を
陳
述
し
た
。

　

特
定
地
域
医
療
提
供
機
関
な
ど
の
創
設
は
、
病
院

現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
現
実
的
な
対
応
と
し
て
評

価
す
る
。
共
用
試
験
に
合
格
し
た
医
学
生
が
、
医
師

の
指
導
監
督
の
下
に
医
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
机
上
の
知
識
の
習
得
で
は

な
く
、
早
い
時
期
か
ら
現
場
の
医
療
を
実
践
で
き
る

こ
と
は
医
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

意
義
が
あ
る
。
チ
ー
ム
医
療
の

実
現
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の

視
点
か
ら
、
医
療
技
術
職
や
救

急
救
命
士
の
業
務
の
拡
大
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
を
す

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ま
ん
延
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県

が
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
項
と
し

て
、
新
興
感
染
症
を
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
当
然
の
措
置
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

再
検
証
要
請
は
凍
結
し
、
新
た
に
新
興

感
染
症
を
踏
ま
え
た
議
論
を
行
う
べ
き

　

そ
の
上
で
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
た
医

療
機
関
の
取
り
組
み
の
支
援
に
関
し
て
、
ま
ず
、
意

見
の
前
提
と
し
て
筆
者
は
自
治
体
病
院
や
公
的
病
院

な
ど
の
統
合
再
編
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
立

場
に
立
つ
こ
と
。
統
合
・
再
編
し
て
病
院
の
規
模
を

大
き
く
し
、
研
修
体
制
を
充
実
さ
せ
、
医
師
や
看
護

師
が
集
ま
る
病
院
、
救
急
な
ど
の
対
応
力
を
強
化
す

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
こ
と
。
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
数
多
く
患
者
を
受
け
入
れ
た
の

は
４
０
０
床
〜
５
０
０
床
程
度
の
病
床
の
多
い
病
院

で
あ
っ
た
こ
と
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経
験
を
踏

ま
え
れ
ば
、
都
市
部
の
自
治
体
の
病
院
で
統
合
再
編

を
進
め
る
こ
と
は
合
理
的
と
考
え
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

そ
の
一
方
、
２
０
１
９
年
９
月
26
日
の
「
地
域
医

療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
示
さ

れ
た
、
２
０
２
５
年
の
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た

具
体
的
対
応
方
針
の
再
検
証
要
請
（
４
２
４
機
関
、

後
に
４
３
６
機
関
）
に
つ
い
て
は
、
全
国
一
律
で
急

性
期
病
院
の
診
療
実
績
下
位
33
％
で
線
を
引
い
た
た

め
、
へ
き
地
の
中
小
病
院
が
数
多
く
対
象
と
さ
れ
た

こ
と
な
ど
問
題
が
多
い
こ
と
。
そ
も
そ
も
、
地
域
医

療
構
想
の
議
論
に
感
染
症
に
関
し
て
は
議
論
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も
、
再

検
証
要
請
４
３
６
機
関
の
う
ち
２
５
０
機
関
が
患
者

受
け
入
れ
可
能
機
関
で
あ
り
、
う
ち
１
９
１
病
院
が

実
際
に
患
者
を
受
け
入
れ
た
こ
と
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ま
ん
延
を
踏
ま
え
て
、
再
検
証
要
請
に
つ

い
て
は
凍
結
し
、
新
た
に
新
興
感
染
症
を
踏
ま
え
た

地
域
医
療
構
想
の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
病
院
の
統
合
再
編
に
お
い
て
、
資
金
の

補
助
を
受
け
る
場
合
に
再
編
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
が
、
実
際
の
統
合
再
編
の
事
例
で

は
、
現
場
で
働
く
職
員
や
地
域
住
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
ず
に
、
行
政
が
統
合
再
編
を
進
め
て
い
る
場
合

が
あ
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
職
員
や
地
域
住
民
の
意

見
を
反
映
し
て
再
編
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
要

件
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
陳
述
し
た
。

　

参
考
人
質
疑
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
審
議
中
継
の
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
閲
覧
可

能
で
あ
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

https://w
w
w
.shugiintv.go.jp/jp/index.php?ex=V

L&
deli_

id=51801&
m
edia_type=

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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